


















割合は、97年には 0.71%、98 年には 0.68%、
これに対して当院では 97 年には 6.3%、98












































































































Métier of the Clinical Philosophy
す。他の施設で、比較的 10 代出産が多いと
ころでは大阪府立母子総合医療センター、そ













































































































































Métier of the Clinical Philosophy
の思春期のさなかですよね。思春期の発達課
題であるアイデンティティの形成は 17 歳か
ら 19 歳の間に確立されるといわれていて、
その期間が早まり、かつ延長しているという
話もありますが、当事者が若年であるほど、
赤ちゃんより自分のことに関心が向くのは無
理のないことなんじゃないかと思うんです。
赤ちゃんといえば、全面的に親に依存しない
と生命を保つことが出来ないし、生理的欲求
を非言語でしか訴えられないような、圧倒的
な他者なわけで、そういう時期にある妊婦さ
んたちが親として振る舞ったり育児にふさわ
しい環境を作ったりすることは、本当に大変
な仕事なんですよね。
 でも、そういう時期にあると言うことは彼
女たちが変化していく可能性を秘めていると
いうことでね、実際本当に変化して行くんで
す。そういう彼女たちの主体的な変化を支援
していくことが実効的と言えるんじゃないか
と思ってます。従来通りの育児教室という形
で、一方的にお教えしますという感じではね、
長時間いすに座って話を聞くという習慣に乏
しいし、そういうしかたで関わっても伝わら
ないし話が出来ずに逃げていってしまう。予
防接種一つにしても、保健所が母子手帳を発
行するとき同時に案内を渡すんだけど、それ
では伝わらなくて赤ちゃんを病気にさせてし
まう。でも、一度に多くのことをつめこむん
じゃなくて、そのときそのときの彼女たちの
表情や、身体に現れている反応をしっかり見
て、当人の関心に即して関わって行くとね、
伝わるし話ができるようになってきて看護婦
さん聴いて聴いてという感じで話しかけてく
る。20 歳をすぎるとなかなかライフスタイ
ルを変えるとなると大変だけど、10代はほん
と柔軟で、今まで日に１食しか食べてなかっ
たのに、表を渡して３食食べるように食べた
ものを書いてもらうとね、すぐ次の日から、
まあ内容はともあれ、スナック菓子だけでは
ない３食になってるんですね。砂漠が水を吸
うようにどんどん変化していって、そういう
変化するものに関わるというのは楽しい。彼
女たちの明るさ、そして変化の幅の大きさに、
むしろ救われ教えられているのは私たちなん
です。そういう変化を見せる彼女たちの姿と
いうのはね、こちらの在りようをまさに鏡と
この文章は伊藤悠子さんが語ったもの
を聴き手である大北が聞き取り文章に
したものです。
